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無料テクニカル分析ツール使いこなし術
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2

Copyright© 2001-2009 kabu.com Securities Co., Ltd. All rights reserved.

http://kabu.com

ご注意・ご案内

以下はご投資に関わる重要事項です。ご確認下さい。

● 当資料は、資産運用の参考となる情報提供や、当社サービスや商品の
ご紹介/勧誘を目的としています。
お取引の際は、約款・規定集（http://kabu.com/service/clauses.asp）、
契約締結前交付書面、お取扱商品の重要事項の説明

（http://kabu.com/company/policy/inducement.asp）等を
良くお読みいただき、商品特性やリスク及びお取引ルール

（http://kabu.com/service/rule.asp）等を
良くご理解の上、銘柄選択、投資時期、投資スタイル等、投資の最終決定は
ご自身のご判断とご責任で行ってください。

● 証券投資は、価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を
割り込む恐れがあります。
自動売買を含むすべてのご注文は、必ず約定するものではありません。
各商品等へのご投資には、各商品毎に所定の手数料等が必要です。
詳しくは当社の手数料ご案内ページ（http://kabu.com/cost）等をご参照ください。

● 信用取引・指数先物取引・指数オプション取引は、保証金または
証拠金以上のお取引が可能であるため、保証金または証拠金を超える
大きな損失を被ることがあります。また、取引期限を越えてのお取引はできません。
お取引の際はリスクに関する説明等をご覧いただき、商品特性や
お取引ルール等をよくご理解の上、ご自身のご判断で無理のない
資産運用を行ってください。

● 掲載情報は2009年6月15日のものです。
詳細および最新情報は当社ホームページ（http://kabu.com）にてご確認ください。

カブドットコム証券株式会社
金融商品取引業者登録：関東財務局長（金商）第61号
銀行代理業許可：関東財務局長（銀代）第8号
加入協会：日本証券業協会、金融先物取引業協会
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はじめに

今回は、当社の強力な無料テクニカル分析ツール（kabuスコープ、kabuカルテ、

スーパーチャート）の使いこなし術をご紹介いたします。
組み合わせて使うことによって、より効率的なテクニカル分析ができます。

「kabuスコープ」 11種類のテクニカル指標、24通りの条件設定
で過去2年間の売買シミュレーションを実施し、
全上場銘柄の中から、現在売買シグナルが
発生している銘柄を検索する銘柄抽出ツール。

難しいテクニカル分析をお客様の代わりに行
い、条件に合致した銘柄を探すツールです。
買いシグナル、売りシグナルの出ている銘柄
はどれか？が簡単にわかります。

「kabuカルテ」

「スーパーチャート」

11種類のテクニカル指標による24通りの
シミュレーション結果と各テクニカル分析から
判断される株価の現状分析も合わせて
一覧表示する銘柄分析ツール。

気になる銘柄の複雑なテクニカル分析がま
とめて表示されるので、その銘柄適したテク
ニカル分析がどれか？今の状態はどうか？
がカンタンに分かります。

合計39種のテクニカル指標を搭載した、
分析力・機動性・カスタマイズ性に富んだ
チャート。

kａｂｕスコープ、kabuカルテで検索した結
果をスーパーチャートで連動して表示すること
が出来ます。売買シミュレーションのタイミン
グや損益状態の推移が一目で分かります。
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無料ツールを起動しよう

マイページへログイン後、「投資情報」→「情報ツール」 で、当社で提供している
無料／有料ツールが一覧できます。今回は「kabuスコープ」 、「kabuカルテ」、
「スーパーチャート」を使用します。

マイページへログイン後、画面右側にある
「ピックアップサービス」→「投資分析ツール」
からも起動できます。
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kabuスコープを使ってみよう

【使用上のご注意】
kabuスコープは、将来のパフォーマンスを決して保証するものではありません。将来のパフォーマンスに挑戦する
ツールとしてご活用ください。また、テクニカルパターンは検索日のみが抽出対象です。例えば、ゴールデンクロスを
形成した銘柄は、形成した当日のみ検索にヒットします。

kabuスコープの機能説明や
画面の解説はこちら。

抽出したいテクニカル
パターン等にチェック！

11種類のテクニカル指標、24通りの条件設定で過去2年間の売買シミュレーション
を実施し、全上場銘柄の中から、現在売買シグナルが発生している銘柄だけを抽出
します。通算パフォーマンスや勝率を表示することもできます。

日足版と5分足版があります。日足を使うのが
一般的ですが、より細かなシグナルを探る場合
は5分足版に切替えて使用します。

検索した結果、ヒットする銘柄数が多過ぎたり、
少なすぎたりした場合は、チェック項目を
変更/削除をし、条件を絞って再度検索します。

売買シグナル｣や｢投資金額｣｢市
場｣等を選択します。「貸借銘柄の
み」の絞込みも可能。
「売買代金」は金額が多いほど検索
件数を絞り込むことができます。
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kabuスコープを使ってみよう

前ページで検索した結果が下記のように表示されます。「大日本住友製薬（4506）」は、
ストキャスティクスを使用して過去2年間売買シグナル通りに売買を行った結果、
通算パフォーマンスで240％の収益率になったというシミュレーション表示です。

銘柄コードをクリックすると、
kabuカルテが起動します

画面解説・ヘルプは
ここをクリック

過去2年間でストキャスティクスで34回の
売買シグナルが発生し、シグナル通りに
買い&売りを行ったシミュレーションの
収益率が240％ （2.4倍）だったことを
表しています。

下記URLにて、ペンタゴン・チャートの第一人者として知られる
川口一晃氏がテクニカル分析から「何がわかるのか」を中心に

チャートやテクニカル指標の見方を解説します。様々なテクニカル
分析方法の中から、自分にあった武器を見つけ出してください。

http://kabu.com/investment/technical/

kabuカルテ
P8へ
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kabuカルテを使ってみよう

kabuスコープで抽出された銘柄コードをクリックすると、kabuカルテが表示されます。
kabuカルテでは、抽出された銘柄とテクニカル分析の相性が良いか、他のテクニカル
分析との相性はどうか、を確認します。

【現在のステータス】
各テクニカル指標のオ－ソドックスな
使い方で分析した時、現在の株価
位置がどのような状態にあるか
（＝現在シグナルが出ているかどうか）
を表示します。
【表示パターン】：買いゾーン、買い転換、

売りゾーン、売り転換

RCIでも買いゾーンを示していますが、背景が
｢白｣となっており（買いパフォーマンスが100％
を切っている）、ストキャスティクスの方が相性が
良いということになります。

オレンジ色＝通算パフォーマンスが最も良い
黄色＝売買通算パフォーマンスが100以上
白＝「買い」、「売り」どちらか、もしくは両方の

パフォーマンスが100％以下の場合。
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kabuカルテを使ってみよう

「平均パフォーマンス＆勝率」をクリックすると、画面が
切り替わり、下記項目が現れます。買い勝率が100％だった
場合は、｢買いシグナルの時に買いのみ行い、全ての結果で
利益が出た｣ということを表しています。0％は｢一度も利益に
なかった｣ということを表しています。

買い売り共に60％を越えているので、一般的には
比較的相性のよいテクニカル条件と言えそう。

スーパーチャート
P10へ

画面解説・有効活用する
方法はここをクリック

ステータスをクリックすると、該当す
る条件のテクニカル分析によるシ
ミュレーションを反映したスーパー
チャートが起動します。また、上部の
リンクをクリックすると通常設定の
スーパーチャートが起動します。
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スーパーチャートを使ってみよう

見やすくするためには、足を変更したり、
期間を短期間に設定します

①.ストキャスティクスを使用した売買シグナルによるシミュレーションの
パフォーマンス推移を表示

②.ストキャスティクスの推移を表示
③.ストキャスティクスを使用した売買シグナルの発生条件を表示

ポイント

ストキャスティクスのシグナル通りに買いと
売りを両方取引した結果187％の収益を
得たというシミュレーション！

kabuカルテ（P9）で抽出された｢現在のステータス｣をクリックすると、スーパーチャートが
表示されます。kabuスコープ、kabuカルテで抽出したテクニカル分析結果をチャート
表示します。

①

②

③

使い方説明はここをクリック
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スーパーチャートを使ってみよう

Ａ

Ｃ

Ｂ

※Ａ．タイムマシン機能
過去2年間で売買シグナルが出た時に売買シミュレーションを行った結果どうだったのかを、それぞれグレーのラインで
表示します。赤はその平均ラインになります。

※Ｂ．過去のシミュレーション結果
Ａのグレーラインの勝率や収益率はチャートの右側Ｂに表示されます。投資期間や目標株価など、投資戦略をたてる際に
過去の実績を簡単に確認できます。｢1ヵ月後勝率12/16｣とは、シグナル通りに売買を行ったとしたら、1ヵ月後に利益
を出せたというシミュレーション結果を表しています。16回の売買シミュレーションの結果12回利益になったということを
表しています。

※Ｃ．売買シグナル表示
シミュレーション条件を満たした地点（売買シグナル）のすべてがチャート上に▲（買い）▼（売り）で表示されます。

シミュレーションチャート上（Ｄ）では売買シグナルによる執行時のみ▲▼で表示されます。

※Ｄ．シミュレーションチャート
シミュレーションチャートには、複数のラインを表示しています。赤色のラインは、買いのみを行ったシミュレーションの
パフォーマンス推移、青色は売りのみ、ピンクは売り買い両方を行ったシミュレーションのパフォーマンス推移です。
緑色のラインは期間騰落率です。

Ｄ
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「チャート選択」をクリックすると、
チャート設定画面が表示されます。

Ａ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

（Ｂ）

スーパーチャートを使ってみよう

選択しているテク
ニカル分析の売買
シグナルの発生条
件を設定します。

[E]シミュレーション
設定

表示されている
テクニカル指標
に対し、カーソ
ル位置の数値
表示をします。

[D]凡例

表示されているテ
クニカル指標に対
し、計算期間等の
変数をカスタマイズ
します。

[F]詳細設定

基本チャートとは別に表示
するチャートです。

個数を選択できるチャート
は、数を選択することで1
から3まで同時に表示する
ことができます。表示され
る順番は、チェックした順
になります。この表示順は、
右端に数字で表示されま
す。

[C]追加チャート

基本チャートに重ねて
表示するチャートを選択
します。

一度に複数のチャート
を選択できますが、日
柄はピークボトムが表
示されている時だけ選
択できます。

基本チャートの種
別を設定します。

選択できるのは１
種類だけです。

[B]オプションチャート[A]基本チャート

Ａ Ｂ Ｃ

Ｆ
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攻略法、機能説明

kabuスコープ攻略法
http://kabu.com/feature/kabuscope_info.asp

kabuスコープ機能説明
http://kabu.com/feature/kabuscope_function.asp

kabuカルテ攻略法
http://kabu.com/feature/kabukarte_info.asp

kabuスコープ機能説明
http://kabu.com/feature/kabukarte_function.asp

スーパーチャート攻略法
http://kabu.com/feature/superchart_info.asp

スーパーチャート機能説明
http://kabu.com/feature/superchart_function.asp

kabuスコープ、kabuカルテ、スーパーチャートの攻略法、機能説明、テクニカル分析を
当社ホームページにご用意しております。こちらも是非ご参照下さい。

テクニカル分析ＡＢＣ
http://kabu.com/investment/technical/
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